




小出川沿いから感じとることができる３つの「流れ」：川のスピード、植生のリズム、人の動態をダイアグラム化し重ね合わせた。この緩やかに関わり合う３つの「流れ」に身を任せ小出川沿いを歩いて見てはいかがだろうか。
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【transparent plant】( すけすけガレージ )
トタン屋根の倉庫の壁にぺったりつく植物。
外から見るとまるで絵画みたい。

【narrow bridges】( 渡るな危険 )
自然とコンクリートのコントラストに惹かれた。
川をまたぐ人工物である橋とみなして細いコンク
リートの上を渡ってみた。スリリングで好奇心が
そそられる。

③【table and bench】( ホット一息 )
川沿いの道に突然現れるテーブルとベンチ。
川が流れる音と気が風に揺られる音を聞きな
がら、大きな木陰でホット一息。

④【kaki garden】( 柿ガーデン )
野菜畑の間に挟まれた柿畑。木になっている柿を始めてみた。
オレンジがきれい。

コスモス（高さ：膝丈）（場所：大黒橋の手前）
秋の花といえばコスモス！
小出川沿いでは、厳守の紫より、黄色のタイプが多いみたい。
秋の川辺に美しい色を添えている。

アジサイとヒガンバナ（高さ：腰丈と膝丈）（場所：アジサイの橋の近く）
小出川ではアジサイとヒガンバナが土手の上に植栽されている。
二つともイベントが開催される地域を代表する植物になっている。
それぞれの季節には美しい花を見せてくれる。

シダ植物（高さ：足元）（場所：はじめの橋のあたり）
川の護岸の穴に位置していたシダ植物。
土手の上や他の場所にはみられなかったため、場所の植生の中では貴重。
適度な湿度と穴の中という日陰の空間が適している種と思われる。

ススキ（高さ：背丈＋α）（場所：川の始まりのところ）
日本の秋の風景といえばススキというイメージの人も多いのではないだろうか。
近年は、キイロセイタカアワダチソウによって生息域を減らしている。
小出川では、大きく成長している場所も多いが、だんだんと侵食されている場所もある。

川のスピード：
10歩ごとに川の流れを観察し、流れの速さを1 ～5で段階わけをおこなった。流れの滞りとなめらかさが見えるだろうか。
流れの速さによって、川を流れる葉や反射する景色の様子が変わっていく。
植生のリズム：
10歩ごとに植物の高さを観察し、頭・胸・腰・膝・足元の5つで段階わけをおこなった。
植物の種類や密度によって移り変わる景色が見えてくる。
人の動態：
わたしたちの立ち止まりポイントを、3つの惹かれ度合いで段階わけをおこなった。
なにか不思議なものを見つけたとき、ちょっぴり休憩したいとき、話をするとき、私達の動きはゆっくりになったり止まったりする。
自分の気持ちに身を任せ流れていくわたしたちの流れを感じられる。


